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2025‒26年度国際ロータリーのテーマ
「よいことのために手を取りあおう」

UNITE FOR GOOD

Ⓡ第2530地区

第 3422 例会（30号）　2026 年５月 28 日（木）曇り時々晴れ

　1968 年に千葉県松戸市の出身で、今年 58 歳に
なります。高校は巣鴨高校を卒業しました。東京
都ではある意味で有名な学校で、二つ特徴があり
ます。一つは非常にスパルタな学校で、私がいた
時はものすごく厳しかったのですが、今はだいぶ

変わっていると思います。二つ目が伝統なのですが、千葉県の銚子
の海水浴場に連れて行かれて、白いふんどし姿で泳がされるという
伝統がありまして、思春期の高校生には非常に恥ずかしい中で過ご
しました。大学は中央大学の法学部です。当時は八王子に移転した
ばかりの頃で、山の中で四年間を過ごしました。
　1991 年にトヨタ自動車に入社しました。当時は就職活動がバブル
の最後の方で、都市銀行や保険会社を中心に回っていて、自分の中
では第一希望のところから数社内定をもらって、就職活動は終わっ
たと思っていました。その時にトヨタから電話がかかってきて、「面
接に来ませんか」と言われたんです。当時はメーカーにも車にも、
トヨタにも全く興味がなかったのですが、面接に行くと美味しいも
のが食べられるという話を聞きまして、それだけの思いでトヨタの
面接に行った次第です。結局、金融機関ではなくトヨタを選択した
理由は、人との相性でした。都市銀行にも興味がありましたが、ト
ヨタの面接官との肌感覚の合う感じが非常に良くて、金より人だと
いうことでトヨタを選択しました。35 年間務めましたが、当時の決
断は間違っていなかったと思っています。
　最初の配属先は元町工場（愛知県豊田市）の工務部で、同じ職場
に豊田章男さんがおられました。章男さんは私より一回り年上で、
当時は 34 歳の係長でした。当時のトヨタ自動車の社長は豊田章一郎
さんです。章男さんはゴールデンローテーションの最中で、新入社
員の歓迎会で章男さんとご一緒した際、一番偉い部長より上座に座っ
ておられた光景が非常に鮮明に残っています。座らされていたとい
う方が正しいかもしれませんが、それだけトヨタにおける豊田家と
いう存在を感じた瞬間でした。
　元町工場で４年間過ごした後、1995 年にマーケティング開発部に
異動しました。名古屋市の国内営業部門です。トヨタ自動車が 1982
年にトヨタ自工とトヨタ自販が合併してできた会社ですので、工場
と営業部門が別会社のような雰囲気があり、この異動は転職したよ
うなインパクトがありました。ここではカスタマイズ、つまり車の
チューニングやドレスアップを担当し、それを事業化して儲けよう
という動きの中で「モデリスタ」という会社を立ち上げました。
　2004年にトヨタアドミニスタ東京に出向しました。当時は５社あっ
た東京直営店の構造改革というミッションで、毎年 100 億円の赤字
を出していた体質を改善するためにリストラや店舗閉鎖などを行い
ました。30 代そこそこの係長でしたが、メーカー出身の超大物社長
たちと戦いながら構造改革を進め、今では 100 億円の黒字を出せる
ような体質になっています。
　８年ほど東京で過ごした後、2012 年に流通企画部の九州・沖縄地
域担当として名古屋に戻りました。ここでのミッションは沖縄と長

崎のシェアを上げることでした。当時、全国 47 都道府県でトヨタの
シェアが最も低かったのが沖縄と長崎でした。沖縄には月に 2回ほ
ど通いましたが、だんだん体力的にもきつくなり、日帰りで帰るよ
うになりました。それを知った当時の上司に「沖縄に失礼だろう !!」
とものすごく怒られまして、現地の人との交流も大事な仕事だとい
うことを学び、泊まりで通うようになりました。その結果、１年後
にはシェアを 10 ランクくらい上げることができました。
　2015 年にカローラ店営業部の東北担当になり、ここでカローラい
わきを担当したのが福島県とのご縁の始まりです。その後、2018 年
に再び東京へ出向し、直営店を一つに統合する「トヨタモビリティ
東京」の立ち上げに携わりました。8000 人のディーラーの大きなプ
ロジェクトで、５つの派閥がある中でいかに融合させるかに苦心し
ました。そして 2024 年、東京直営店から直接カローラいわきの方へ
参りました。
　最後に、私が大切にしている価値観を三つお話しします。一つ目
は「仕事の領域・環境を変えることは自分を成長させてくれるチャ
ンス」ということです。新しい環境で仕事をやるたびに自分の成長
を実感できたので、それを社員にも伝えたいと思っています。二つ
目は「自分が将来どうなりたいのか、そのために、今・これから何
をしたいのかを自分で考えることが大切」です。私はこれまで全て
の異動が自分の希望通りでした。希望があれば叶えてあげたいと思っ
ています。ちなみにトヨタへの最後の希望は「できればカローラ店
に行きたい」というもので、それも叶いました。三つ目は「家族を
何よりも大切に。その上で仕事に全力投球」ということです。家族
以上に自分を支えてくれる人はいません。
　弊社の強みを全社員に聞いたところ、「地域に根差した近さ」「フ
レンドリーさ」という声が多くありました。親しみやすさと馴れ馴
れしさは違うということを伝えつつ、今後も皆さんの期待に応えら
れる会社にしていきたいと考えております。

トヨタカローラいわき
� 　代表取締役社長　高　橋　靖　夫 さん

　先週土曜日は、湯本スプリングスCCにおいて、い
わき分区のチャリティーゴルフコンペがございまし
た。参加いただきました会員には感謝申し上げます。
　天気もよかったと思いますので、ベストスコアで
回られたのかと推測しますが、後ほど表彰式がある
ようでございますので、成績楽しみにしております。

〔点鐘・ロータリーソング（我らの生業）・四つのテ
スト（松村耕三会員）〕

松村耕三会員



会報・広報委員会会報・広報委員会 安田信二　関口武司　八幡恭朗

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

会報・広報委員会　　渡部総一郎　　岩岡由夏

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

♥有賀行秀さん（本日父の祥月命日ですので本日のスマイルは追善
回向。高橋様卓話よろしくお願いいたします）♥清水和政さん（高
橋様卓話宜しくお願いします）♥小野寺順正さん（高橋さん卓話よ
ろしくお願い致します）♥伊藤盛敏さん（高橋さん卓話ご苦労様で
す。分区のゴルフでは腰痛の為ご迷惑をおかけしました）♥伊藤浩
一さん（本日の講師高橋社長お世話になります）♥稲葉廣直さん（高
橋さん卓話よろしくお願いします）♥遠山良浩さん（高橋様卓話よ
ろしくお願いいたします）♥出島規弘さん（高橋社長、本日の卓話
よろしくお願いいたします）♥鈴木雄大さん（高橋様卓話よろしく
お願いいたします）♥関口武司さん（高橋さん、卓話宜しくお願い
します）♥鈴木弘康さん（高橋さん卓話宜しくお願い致します）♥
村上淳さん（高橋さん、本日の卓話楽しみにしています）♥渡邊有
さん（高橋様卓話宜しくお願い致します）♥渡辺直之さん� 以上14名

出島規弘さん 小野寺順正さん 渡部総一郎さん

★本日の例会案内　６月４日（木）12：30 ～
　親睦活動委員会担当卓話
　　お食事メニュー＝和風鶏カレーうどん

◆S.A.A（渡辺直之委員）

例会日 基本会員数 出席者 メーキャップ数

５月 28 日 46 名 31 名 ―

◆ロータリー財団委員会（関口武司委員長）
　伊藤浩一さん、有賀行秀さん、清水和政さん、渡邊有さん、関口
武司さん。� 以上５件

◆米山記念奨学会委員会（松村耕三委員長）
　清水和政さん、関口武司さん、伊藤浩一さん、渡邊有さん、有賀
行秀さん。� 以上５件

◆�親睦活動委員会（野沢達也委員長）
　５月23日、いわき平RCゴルフ愛好会のコンペをいわき分区チャリ
ティーゴルフコンペと併せて湯本スプリングスCCで開催しました。
５人が参加しました。成績は次の通りです。
優勝＝黒須幸雄81、13、68　　準優勝＝久保田将93、19、74
③出島規弘④小野寺順正⑤渡部総一郎

・�５月 23 日の郡山 RC90 周年式典プログラムです。
・�いわき平中央RCより６月プログラム予定表が届きました。
・�いわき市立美術館で開催中の「堀内誠一展」の案内が届きました。
パンフレットはロッカーに入っています。

　私の方は、同日に開催されました、スポンサークラブ（親クラブ）
である郡山 RCの 90 周年記念式典に参加して参りました。松村幹事
と鈴木副会長の３名で出席してきました。

　郡山RCは 1936年（昭和11年）５月に東北で初めて創立されたロー
タリークラブです。東京 RCがスポンサークラブでありまして、そ
のチャーターメンバーである初代会長の米山梅吉翁が直接郡山にも
来て創立の支援に当たったようです。平RCは 1953年創立ですので、
17 年後に私たちのクラブができたことになります。
　今回の式典には東京 RCの現会長であります、柏原孫左衛門様が
来賓としていらしておりました。日本橋にある漆器専門店の株式会
社黒江屋 12 代目当主（現取締役会長）でもありまして、創業が 1689
年（元禄２年）の企業ということでした。私たちのスポンサークラ
ブでもありますので、名刺交換もさせていただき、一緒に写真も撮っ
ていただきました。なかなか敷居が高くてメークアップにも行けて
おりませんと謝罪をしましたが、ぜひ気軽に来てくださいと言って
いただけました。ただ一人では行く勇気がないので、団体で企画し
て行ければと思っております。
　また、当日は記念講演として「カレーハウス CoCo 壱番屋」の創
業者であります、宗次德二さんの「カレーなる人生」という題目で
講演をいただきました。いわきでは鹿島街道沿の岡小名に１件ある
だけかと思いますが、私が学生で東京にいた時は主要な駅にはだい
たいありましたので、何度も利用させていただきましたので、興味
津々で話を聞いておりました。その中で壮絶な生い立ちの話があり
ました。生まれは石川県のようですが、生まれてまもなく兵庫県の
孤児院に預けられ、両親には会ったことがないそうです。その後３
歳の時に養子に入ったようですが、その養父というのがギャンブル
が大好きで、当初は養母もいたようですが、見かねてその養母は失
踪、しばらく養父と二人暮らしをしますが、その後養母が名古屋に
いることが分かって、一緒に住みますが、また養母が家を出たこと
で、15 歳の時に養父が亡くなるまで、ほぼ養父と二人で生活保護を
受けながら生活をしていたそうです。パチンコ店に行っては零れ球
（こぼれだま）やたばこの吸い殻を集めるなどして生活し、思うよう
に集まらないと、全裸で箒で撃たれるなども普通にあったと言って
おりました。当時お弁当なども持っていけるものもなく、お昼にな
るとみんなが食べ終わるまで、水などを飲んで、校庭で時間をつぶ
していたようですし、部屋には電気や水道も引くことができなかっ
たようで、夜はろうそくで生活していたということです。
　でもご本人は、それを辛いと思ったことはなかったそうです。養
父にもなんとか気に入ってもらおうと、一生懸命パチンコ屋にも通っ
て集めて帰ったと言っていました。
　印象的だったのは、これだけ壮絶な人生を送ってきたにもかかわ
らず、終始面白おかしく笑顔で話されていたことです。すばらしい
人柄に感銘を受けて帰ってきました。
　現在は、経営からは退き、私財ををもとに様々な支援をしたいと
いうことで、NPO法人イエローエンジェルを立ち上げて、さまざま
な団体に寄付活動を行っているようです。私財を投じて名古屋に宗
次ホールなども建設し、クラシック音楽の普及にも力を注いでいる
ようです。
　ご招待いただきました郡山RCにも重ねて感謝する次第です。
　先週の理事会で当クラブ 80 周年記念式典に向けて、いまから積立
をすべきではないかとの話が出ましたので、今期より積立を開始し
たいと思います。

◆�お願い
　国際ロータリー第2530地区は「会員満足度アンケ
ート」を実施します。最大の課題である会員増強へ
の有効なアプローチを見いだすため、会員の皆さん
のロータリー活動に対する理解や認識を把握する狙
いです。会員皆様100％の回答にご協力ください。
　ＱＲコードをスマホなどで読み取り、表示されたサイトからご回
答ください。パソコンやスマホでの回答が難しい方はアンケート用
紙での回答も可能です。クラブ事務局にお問い合わせください。締
め切りは６月10日（水）です。

★次回の例会案内　６月11日（木）12：30 ～
　第５回クラブ協議会
　　お食事メニュー＝ミラノ風カツレツ　ゴルゴンゾーラソース


